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資 料

九州大学演習林における伐採口 ・収入額の推移*
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抄 録

九州 大学演 習 林 は,大 学財 産林 と して 出発 し,そ の伐採 な どに よる収入 を大 学 の設備 拡

充等 に 充 当 しつ つ,一 方 で は,森 林 フ ィール ドを教 育研 究の 場 と して整備 してい く とい う

二 つの 面 を持 って推 移 して きた.本 資料 は,こ れ らの問題 を検 討 す る資料 と して,193

5年(昭 和10年)か らの 九州 大学 演習 林 の学 事年報 を も とに,伐 採 量 と収入 額 の推 移 を

整理 した もの であ る.九 州 大学 演習 林 が辿 って き た伐 採 量 と収入 額 の推移 は,森 林 ・林 業

を取 り巻 く社会 情 勢の 変遷,あ るいは演 習 林 にお け る森 林整 備 ・管理 の推 移 な どを検 討 す

る資料 とな る と考 え られ る.
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1.は じ め に

大正元年(1912年)の 樺太演習林創設に始まる九州大学演習林における活動は,基

本的に 「経営 ・収入事業」 と 「研究 ・教育」との競合の歴史であるといっても過言ではな

い.九 州大学演習林は,そ の伐採などによる収入を大学の設備拡充等に充当するとともに,

森林フィール ドを教育研究の場として利用整備 していくとい う二つの面を持って森林管理・

整備が行われてきた.戦 前では,も っぱら樺太演習林の収入で九州大学の設備整備が行わ

れ,戦 後は,国 立学校における全国の演習林収入に対する応分の貢献として,演 習林の森

林資源は伐採 された.こ の収入部局としての性格は,現 在 も文部科学省等の認識において

も続いている.こ の中にあって,林 学 ・林産学教育研究の森林としての整備は,当 初より

営々と続けられたが,実 際には,森 林経営管理事業と教育研究との競合なかで苦しみなが

ら,最 近になって大学演習林を 「大型野外実験施設」と定義 し,教 育研究組織 としての充

実が図られてきた.

基本的には,演 習林の業務は10年 ごとに管理計画を編成 し,5年 の中間検定が実施 され

ている.こ の計画の内容は,森 林の林業的管理から,次 第に教育研究を中心とした管理計

画へ とシフ トし,教 育研究 と森林管理の一体化が目指 されてきた.こ の経緯は,10年 単位

の管理計画の名称が 「施業案 」(大 正11年,1922年)に 始ま り,「 経営案」(昭 和29年 ,

1954年),そ して,昭 和61年(1986年)か らは,「森林管理計画」へ と変遷 してきたことか

らも窺える.

本資料は,九 州大学演習林の伐採量 ・収入額の推移を1935年(昭 和10年)以 来の

学事年報をもとに作成 した.九 州大学演習林が辿ってきた伐採量 ・収入額の推移 をみるこ

とにより,森 林 ・林業を取 り巻 く社会的状況の変遷,監 督官庁であった文部省の大学演習

林への指導,大 学当局,あ るいは演習林の森林管理に対する考えなどを検討する基礎資料

となると考えられ る.本 資料は,ま だ十分に整理 されたものではないが,今 後,こ のよう

な資料の整備を進めてい く計画である.

2.資 料 と整 理 方 法

平成14年(2002年)に 九州大学演習林の90周年記念事業の一環 として,90年 史を発行す

ることとした.そ の際に,九 州大学創設以来の伐採量推移を調査することにな り,資 料の

収集を行った.こ の資料の基礎 となったのは,九 州大学演習林福岡演習林書類庫(本 館2

階)に,1935年(昭 和10年)以 来ほぼ原型のまま保管されていた 「学事年報」である.写

真一1に 学事年報の冊子を示す.ま た,表 一1に 昭和10年 度の南鮮演習林の学事年報の

記載内容の一部を示す.な お,1945年(昭 和20年 終戦年)の 学事年報のみが作成 されてい

ないため資料 としては,欠 落 している.

この資料をもとに,各 演習林における各年度(4月 か ら翌年の3月)を1年 として,年

伐採量(材 積),年 収入額を用途別伐採項 目(用 材,薪 材,製 炭材,枕 木など)に 整理 し

て集計 した.

これ らの結果について,各 演習林における用途別項 目の年伐採量(材 積),年 収入額を

表一2(樺 太演習林),表 一3(北 鮮演習林),表 一4(南 鮮演習林),表 一5(台 湾演習



林),表 一6(粕 屋演習林 ・福岡演習林),表 一7(早 良演習林 ・早良実習場),表 一8

(宮崎演習林),表 一9(北 海道演習林)に 示す.こ こで,各 演習林の名称は,開 設当時

の名称と新名称を,併 記 している.な お,本 資料では,学 事年報をもとに集計 しているの

で,「伐採面積」が記載 されていない年次は,集 計表では,空 欄 となっている.伐 採面積

については,各 年度 ごとに,各 演習林で伐採 された林小班における個別の面積は,資 料 と

して存在 しているが,集 計して整理するまでにはいたってお らず,今 後の資料整備の項 目

である.

また,1925年(昭 和10年)か ら1945年(昭 和25年)ま での伐採量(材 積)の 単位は,ほ

とんどが石(こ く)で 示 されている.そ の後,1960年(昭 和35年)ま では石と%。で示 され,

それ以降は%・に統一 されている.本 資料の作成に当たっては,す べて,%・ に統一 し,1石

を0.2783%。 として換算 した.

また,収 入金額については,デ フレーター等を用いて,相 対的な評価ができるように換

算す る必要があるが,今 回は,そ のままの金額で示 している.

なお,伐 採量 とあるのは,1935年(昭 和10年)か ら1960年(昭 和35年)頃 までの年報で

は,各 項 目が立木材積か丸太材積かの記述がない箇所が多 く,ま た,関 連する資料 も少な

いため明 らかではない.し か し,1961年(昭 和36年)以 降について は他の資料(林 産物処

分簿,伐 採伺)等 と参照 した結果,各 演習林の表中項目覧の主産物,副 産物は立木材積で

表 し,製 品は丸太(素 材)材 積で整理 されたものである.

3.伐 採 量 の 推 移 に つ い て

表一2か ら表一9を もとに,各 演習林における年伐採量について整理 したものを,表 一

10に示す.ま た,図 一1に 伐採量の推移を示す.明 らかに,戦 前では,樺 太演習林の伐採

量が大部分を占めていることがわかる.戦 前の1938年 の伐採量の減少の理由は現在のとこ

ろ不明である.

戦後では,全 体 として伐採量は減少傾向にあ り,最 近の10年 のあま りの傾向 としては,

全期間を通 してほぼ一定の低い伐採量で推移 しているようである.ま た,北 海道演習林の

伐採量は相対的に大きいが,い くつかの波があるよ うである.1952年 前後,1965年 前後,

1980年代に伐採量の 「山」が見受けられる.1952年 前後は,北 海道演習林の伐採量の増加,

1965年 前後は,宮 崎演習林の伐採量の増加,1980年 代の 「山」は,そ れほど明瞭ではない

が,演 習林全体の増減の傾向が反映 されているようである.こ の伐採量の推移は,戦 後の

復興期の伐採量の増加,1960年 代拡大造林期,1980年 代バブル期の伐採量 と関係があるの

か どうか不明であるが,伐 採量の推移は興味ある問題 といえる.

また,図 一2に 戦前(1935年 ～44年)と 戦後(1946年 ～2003年)の 各演習林の合計の収

入比較を図一3に 戦後の各演習林における10年 毎の伐採収入額の割合を示す.収 入比較

は,全 演習林合計収入額 に対する割合で示 した.図 一2,図 一3に よると,戦 前は,ほ と

ん どが樺太演習林の収入であることがわかる.戦 後では,北 海道演習林が40%以 上の収

入割合を占めている.さ らに,集 計期間を10年 ごとの期間に分けて,伐 採材積1%・ あた り

の価格(単 価)の 推移を図一4に 示 した.物 価変動による補正を していないので,単 価そ

のもの値による推移は考察できないが,各 演習林の相対的な比較は可能である.相 対的な



比較では,福 岡演習林の単価が高く,つ いで宮崎演習林で,北 海道演習林が低い.立 木売

却,天 然林伐採,人 工林伐採,伐 採樹種などのさらに詳細な資料によって,そ の実態は明

らかになると思われる.

このように各演習林の伐採量 ・収入額の推移などの簡単な比較によって興味ある問題も

出てくる.
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写真 一1学 事 年 報



154椎 葉 康喜 ら

表一2九 州大学演習林における伐採量,面積及び収入額の集計表

樺太演習林:1935年 ～1943年

(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を ㎡に換 算 した.
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表一3九 州大学演習林における伐採量,面積及び収入額の集計表

北鮮演習林:1935年 ～1944年

(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を㎡ に換算 した.



156椎 葉 康喜 ら

表一4九 州大学演習林における伐採量,面積及び収入額の集計表

南鮮演習林:1935年 ～1944年

(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採量 を ㎡に換 算 した.
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表一5九 州大学演習林における伐採量,面積及び収入額の集計表

台湾演習林:1935年 ～1943年

(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を㎡ に換算 した.



158椎 葉 康喜 ら

表一6九 州大学演習林における伐採量,面積及び収入額の集計表

糟屋演習林 ・福岡演習林:1935年 ～2003年

(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を㎡ に換 算 した.
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(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を㎡ に換算 した.



160椎 葉 康喜 ら

(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を ㎡に換算 した.
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(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を㎡ に換算 した.



162椎 葉 康喜 ら

表一7九 州大学演習林における伐採量,面積及び収入額の集計表

早良演習林 ・早良実習場:1935年 ～1999年

(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を㎡ に換算 した.
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(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を㎡に換 算 した.



164椎 葉 康喜 ら

(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を ㎡に換算 した.
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表一8九 州大学演習林における伐採量,面積及び収入額の集計表

宮崎演習林:1940年～2003年

(注)伐 採面 積 をhaに,伐 採量 を ㎡に換算 した.



166椎 葉 康 喜 ら

(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を㎡に換 算 した.
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表一9九 州大学演習林における伐採量,面積及び収入額の集計表

北海道演習林:1949年 ～2003年

(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採量 を㎡に換 算 した.



168椎 葉 康 喜 ら

(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を㎡ に換 算 した.
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(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を㎡ に換算 した.



170椎 葉 康喜 ら

(注)伐 採 面積 をhaに,伐 採 量 を ㎡に換 算 した.
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表一10各 演習林における伐採量の年度別集計表(単 位:㎡)



172椎 葉 康喜 ら



図 一1各 演習林における伐採 量の推移(1935年 ～2003年)



戦 前

戦 前(1935年 ～1944年)(円)

戦 後

戦 後(1946年 ～2003年)(円)

図一2各 演習林の収入額比較割合(%)
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図一3戦 後における各演習林の10年 毎収入額比較割合(%)



図一4各 演習林における材積1㎡ あたりの単価の推移
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4.お わ り に

本資料は,現 在まで,事 務的に学事年報に伐採量,収 入額 として記載 されていた記録を

集計整理 したものである.「 演習林事業」 として行われた伐採収入については,演 習林の

森林管理整備の考え方の推移 とも関係 して,そ の実態はきわめて興味深いものがある.ま

た,伐 採量の推移 ・収入額の推移については,さ らに詳細な考察を進めていく必要がある.

そのためには,今 回集計整理 した本資料 を基に資料値を相対化 し,木 材価値等の変動の分

析を行 う予定である.

(2004年12月1日 受付;2004年12月25日 受理)


